


































(1) The chair was sat on by Bill. 
(2) The bed has been slept in. 
(3) Which house does Tom live in ? 







再分析はも Hornstein& Weinberg (1981)の提案した斜格痕跡フィ
ルターのと組合せることによって、（5)(6）の文が排除される理由を説明する
ことができる。
(5) *Winter was lived during. 
(6）キWhichmeal did they quarrel after ? 

















(7) Those children must be looked after. 
ところが、関係代名詞節における前置調前置構造では、（1)(2）の V+P
とlookafterとでは次のような違いが生じる。
(8) The chair on which Bill sat・・ 

































































自由 The house in which the girl lived・ . 
(13) The girl with whom Bill traveled・・・ 
(14) The authority on which they relied・・ 
回 Theproblem with which they coped・ 日
間 Themodel on which he decided・・・ 






ただし、 relyonと copewithには次のような違いがあることが Pal-
mer (1974）によって指摘されている。







仙の文は relyという動詞を on（または upon）という前置調なしで
用いることができないことを示している。 relyonのグループに属するの
は amountto, belong to, depend on, resort toなどである。一方、
cope withのグループに属するのは、 differfrom, insist on, nag at, 
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refer toなどがあげられる。









(20) *The fairy in which he believed・・・ 
(21) *The invitation for which she is fishing . 
間＊Themissing paper across which he came . 
(Palmer, 1974l 








He believed strongly in God. 
She fished constantly for complements. 
?
12 
側＊Hecame suddenly across the paper. 
(Z司＊Wemust care immediately for the wounded. 
（幼闘のグループに属する群動詞は seton, feel for, harp on, hit on, 
marvel at, stick toなどである。また、同じ careforでも「～を好む」
とL、う読みをもっ場合は、凶）のように副調挿入を許し、 このグループに属
する。6)
凶） You don’t care a lot for Helena, do you ? 
また、（お四百のグ、ループに属する群動調、つまり最もイディオム性の高い
ものt士、 lookafter, aspire to, stand for, ask after, bank on, rail at, 
dawn on, bear onなどである。
以上をまとめると、 V+Pは次の五種類に分類できる。
I. sit on型： 任意の V+P。
Il. rely on型： 特定の前置詞を要求するが、意味的イディオム性
がない。
IlI. laugh at型： 特定の前置詞を要求し、意味的イディオム性をも
ピコ。


























(30) a. ( rely ') b. (cope ¥ 
I +v I I +v I 
｜＋〔＿fon [NP〕｜｜＋〔一（withNP)J I 








(31) ( look after ~ 
I +V I 
｜＋〔＿NP〕｜













(32) i.…we may think of an idiom rule for an idiom with 
a verbal head as a rule adding the string αVr to the 
phrase marker of each terminal string αBr, where (3 
is the idiom. 
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11, ・theidiom rule assigns special features to the verb 
which, at LF level, will determine the meaning of the 
idiom. 
111. D-structure, not S-structure or LF, appears to be the 
natural place for the operation of idiom rules・・ 
(Chomsky 1981, p. 146) 
(32ii）で述べられているイディオム規則の素性に注目してみよう。
Laugh at型、 日shfor型、 lookafter型の配列的イディオム性の違い
カ1、イディオム規則の与える素性の違いによると仮定すると、統一的な説
明が可能となるかもしれなし、。
最初に、 fishfor型の群動詞について考えてみよう。 D 構造で与えら
れる素性に次のような要求が記載されていると仮定してみよう。
(3) イディオム的解釈が実現するためには V+Pは LFで隣接してい
なければならなし、。
倒に従うと、 fishfor型のイディオム的解釈が前置詞前置の構造で消え






みよう。かきまぜ規則は S構造と PF構造の間で働くことから、闘の S
構造は（34）であると考えられる。
16 
倒 Shefished constantly for complements. 
















(36) fish '¥ 
+V I 
＋〔＿PP(P=after, forin)) I 
(_NP〕 ｜





Lookの場合は、 fish よりも多くの前置詞と結びついて look after, 
look at,9) ・look forなどのイディオムをつくるが、（36）と同じように語葉
表示におし、て、各前置調にどの素性を受けるかというマークがされている
と思われる。





(3司 Sara is beating about the bush. 
(38) *The bush was beaten about. 
これまで（38）は漠然と beatabout the bushの結びつきが強いという理





































Hornstein & Weinberg (1981）はD構造と S構造の間だとし、 Stowell(1982) 
はS構造以降だとしている。また、 Bresnan(1982）は再分析と類似したV-P
Incorporationが語集部門で起こるとしている。本論は、 VP節点に支配さ









4) Fraser (1970, p. 22）ではイディオムを次のように定義している。
・ I shall regard an idiom as a constituent or series of consituents for 
which the semantic interpretation is not a compositional function of the 
formatives of which it is composed. 
5) 挿入する副詞は、意味的な要因によって排除きれないように、群動詞の外で
用いることのできるものにした。
6) 二種類の careforは形容詞化についても違う。 Lookafter型のみが形容詞
化が可能である。
(i) We were impre盟関dby the well-cared-for gardens. 
(Cowie ＆恥fackin,1975) 
7) 帥の語葉表示は Jackendoff(1976）に基づいている。（）は sitが前置詞
句（PP）または副詞（Adv）を随意的にとることを示している。本論の表
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